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マガール人協会が主催 した文化プログラム(2001年 、東京)

と
変
わ
ら
ぬ
ネ
パ
ー
ル

変わるネパール
みなみ ・まきと1961年 、札幌生まれ。筑波大学大学院修了。専

門 は文化人類学、南アジア研究。主要共著/『 エスノ ・サイエン
ス』(京 大出版会2002年)、 『文化の生産』(ド メス出版1999

年)、 『アジア読本ネパール』(河 出書房新社1997年)な ど。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
に
暮
ら
す

普
通

の
ネ
パ
ー
ル
人
に
と

っ
て
日
本
は

入
国
が
難
し
い
国
の
ひ
と

つ
だ
。
観
光
ヴ

ィ
ザ
す
ら
、
日
本
人
の
身
元
保
証
人
が

い

な
け
れ
ば
取
得
で
き
な

い
。
以
前
、
私
の

職
場
に
外
来
研
究
員
と
し
て
ネ
パ
ー
ル
の

大
学
教
授
が
滞
在
し
た
。
彼
は
訪
日
前
、

同
伴
し
た
奥
さ
ん
の

「
日
本
の
ヴ
ィ
ザ
が

押
さ
れ
た
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
売
ら
な

い
か

と
、
何
人
か
に
持
ち
か
け
ら
れ
た
と
い
う
。

他
人

の
パ
ス
ポ
ー
ト
が
使
え
る
こ
と
自
体

不
思
議
だ
が
、
闇
で
流
通
す
る
日
本
の
ヴ

ィ
ザ
の
売
り
値
相
場
は
、
百
五
十
～
二
百

万
円
に
高
騰
し
て
い
る
そ
う
だ
。

そ
う
ま
で
し

て
日
本
に
来
た

い
理
由

は
、
高
給
と
安
全
、
そ
し
て
同
じ
ア
ジ
ア

の
国
だ
と
い
う
親
し
み
で
あ
る
。
ネ
パ
ー

ル
の
年
聞
所
得
に
あ
た
る
金
が
、

一
か
月

で
稼
げ
る
国
な
の
だ
か
ら
、
無
理
か
ら
ぬ

こ
と
だ
ろ
う
。
か
く
し
て
日
本
に
は
、
二

〇
〇
〇
年
現
在
、
い
わ
ゆ
る

「超
過
滞
在
」

し
、
資
格
外
で
就
労
す
る
ネ
パ
ー
ル
人
が

約
四
千
人
暮
ら
す
。
こ
れ
に
は
技
能
や
留

学
な
ど
在
留
資
格
を
も

っ
て
住
む
、
約
二

千
人
の
ネ
パ
ー
ル
人
は
含
ま
な

い
。

ネ
パ
ー
ル
人
労
働
者

の
就
労
先
は
、
日

本
人
が
忌
避
す
る

「
3
K
職
」
(き
つ
い
、

き
た
な
い
、
危
険
)

の
家
内
工
業
が
ほ
と

ん
ど
だ
。
知
り
合

い
の
な
か
で
滞
日
が
最

長

の
人
は
十
六
年
に
達
し
、
奥
さ
ん
を
呼

び
寄
せ
共
働
き
し

て
い
る
。
そ
ん
な
彼
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国
立
民
族
学
博
物
館
助
教
授

写
真

・文

南
真
木
人

(女
)
ら
の
望
み
は
、
送
金

で
ネ
パ
ー
ル

の
首
都
に
大
き
な
家
を
建
て
、
子
供
に
良

い
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
だ
。
帰
国
後
、

事
業
を
始
め
る
夢
も
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は

成
功
し
て
い
な

い
人
が
多

い
。

も
と
よ
り
ネ
パ
ー
ル
人
労
働
者
は
、
入

国
管
理
局
に
捕
ま
れ
ば
退
去
強
制
さ
せ
ら

れ
る
弱

い
立
場
に
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ゆ

え
雇
用
者
に
足
も
と
を
見
ら
れ
や
す

い
。

不
利
な
立
場
を
自
助
す
る
た
め
、
人
び
と

は
民
族
単
位
の
互
助
組
織
を
作
り
、
日
本

の
労
働
組
合
や
N
G
O
の
支
援
を
得
な
が

ら
、
事
故
や
病
気
、
収
容
な
ど

の
問
題
に

対
処
す
る
。
マ
ガ
ー
ル
人
の
場
合
、
関
東

と
東
海
地
方
に
協
会
が
あ
り
、
互
助
以
外

に
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
講
演

会
な
ど
を
開
い
て
親
睦
を
深
め
、
情
報
を

交
換
し
て
い
る
。
本
国
の
民
族
協
会
本
部

へ
の
寄
付
と
連
携
も
重
要
で
あ
る
。
民
主

化
後
の
ネ
パ
ー
ル
の
民
族
運
動
は
、
海
外

の
同
胞
支
部
に
よ
り
支
援
さ
れ
、
活
性
化

し
て
い
る
面
が
少
な
く
な
い
の
だ
。

そ
ん
な
紐
帯

の

一
例
と
し
て
、
第
七
回

の
香
港
の
話
で
紹
介
し
た
本
国

の
人
気
歌

手
シ
ー
ラ
さ
ん
が
、
八
月
、
タ
ム
人
協
会
の

招
き
で
来
日
す
る
。
残
念
な
が
ら
私
は
海

外
出
張
で
、
彼
女

に
再
会
で
き
な

い
。
さ

も
な
け
れ
ば
大
阪
で
も
公
演
を
企
画
し
、

ネ
パ
ー
ル
の
ポ
ピ

ュ
ラ
ー
音
楽
を
皆
さ
ん

に
堪
能
し
て
も
ら
え
た
の
だ
が
…
…
。
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